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在しない職業に就くだろう（fully 65 percent of 
today’s grade-school kids may end up doing 





































Inspection of Basic Academic Skills by a Number of Tests
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1992年度版 850 910 980 1015 1015 1015





































問1 問2 問3 問4 問5 



















中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 中学生平均
高校生
平均
① 4％ 6％ 7％ 2％ 2％ 2％ 5％ 2％
② 63％ 55％ 70％ 73％ 73％ 66％ 62％ 72％
③ 16％ 13％ 5％ 5％ 4％ 9％ 12％ 6％




グループＤ グループＥ グループＦ グループＧ 平均
① 5% 4% 6% 8% 6%
② 73% 85% 81% 60% 72%
③ 5% 0% 8% 19% 10%







































中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 中学生平均
高校生
平均
① 23％ 31％ 51％ 65％ 68％ 57％ 38％ 65％
② 12％ 16％ 8％ 3％ 3％ 8％ 11％ 4％
③ 16％ 16％ 7％ 3％ 6％ 6％ 12％ 5％
④ 49％ 37％ 33％ 28％ 23％ 29％ 39％ 26％
（出典）新井紀子、前掲書、201頁、表3－3。
図表7－2　論文筆者の実施したRST・問２の解答割合
グループＤ グループＥ グループＦ グループＧ 平均
① 33% 52% 39% 47% 43%
② 3% 0% 0% 4% 2%
③ 3% 0% 6% 13% 6%


















中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 中学生平均
高校生
平均
② 56％ 61％ 55％ 71％ 71％ 76％ 57％ 71％
（出典）新井紀子、前掲書、206頁、表3－4。
図表8－2　論文筆者の実施したRST・問３の解答割合
グループＤ グループＥ グループＦ グループＧ 平均



































































中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 中学生平均
高校生
平均
② 9％ 13％ 15％ 23％ 37％ 36％ 12％ 28％
（出典）新井紀子、前掲書、表3－5。
図表9－2　論文筆者の実施したRST・問４の解答割合
グループＤ グループＥ グループＦ グループＧ 平均
①　　 0% 4% 6% 6% 4%
②　　 28% 41% 19% 13% 23%
③　　 25% 19% 28% 26% 25%
④　　 33% 30% 33% 43% 36%
①②　 0% 4% 0% 0% 1%
①④　 0% 0% 0% 4% 2%
②③　 3% 0% 3% 2% 3%
②④　 3% 0% 6% 0% 2%
③④　 8% 1% 6% 6% 4%
①②③ 0% 0% 0% 0% 0%


























中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 中学生平均
高校生
平均
A 10％ 22％ 25％ 29％ 30％ 45％ 19％ 32％
（出典）新井紀子、前掲書、211頁、表3－6。
図表10－2　論文筆者の実施したRST・問５の解答割合
グループＤ グループＥ グループＦ グループＧ 平均
A 23% 48% 22% 18% 25%
B 5% 4% 14% 13% 9%
C 10% 11% 31% 18% 18%
D 18% 15% 14% 13% 14%
AB 8% 0% 0% 21% 9%
AC 0% 0% 3% 2% 1%
AD 8% 4% 3% 0% 3%
BC 10% 0% 0% 0% 3%
BD 0% 0% 0% 4% 1%
ABC 13% 11% 8% 4% 8%
ACD 0% 0% 0% 2% 1%
BCD 8% 7% 0% 5% 5%















グループＤ グループＥ グループＦ グループＧ 平均
Ｄ非選択者 85% 89% 92% 94% 91%
Ｄ選択者　 15% 11% 8% 6% 9%
（出典）論文筆者作成。
図表10－4　問５（BCを選択したか否か）の解答割合
グループＤ グループＥ グループＦ グループＧ 平均
BC非選択者 48% 67% 39% 39% 44%
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ために、バランスよく売れなければいけないこと
を指摘している。しかし知識がなければ「売れ残
りをただ単に売っている」というように皮相的に
しか理解できないであろう。
　同じことが生乳から作られるバターと脱脂粉乳
にもいえる。バター不足は脱脂粉乳の需要の減少
から生乳が生産調整された結果でもある。基礎知
識がないと理解が困難であることは多い。
15 カーナビなどに700m先を右折してくださいと
いわれて、すぐに曲がろうとする間違いなどがあ
げられる。
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